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産卵鶏に，Huston， T. M. & A. V. Nalbandov ('52)は LuteinizingHormone (L. H.) 
を投与して排卵週期を速め， Fraps， R. M. ('54)はEstrogen処置によって産卵週期を抑
制したと報告している.産卵前におけるEstrogenは肝臓に作用して， Ovo-vitellinの生
産を促し，そのvitellinが血清を介して卵黄形成に関与するが，産卵中においてはFollicle
Stimulating Hormone (F. S. H.) の分泌を誘起させるために L.H を抑制し産卵性を低
下させる.それ故にL.H.投与が排卵適期を速める ことは卵巣に或る程度以上に発育した
卵黄に作用して，排卵に作用するものと思われるので，このために卵巣機能即ち排卵現象
が強められることを意味する.
cluch現象において産卵強度 (Intensityof Egg laying) と産卵持続性 (Persistencyof 
Egg laying)が生産形質として産卵数に影響するならば，産卵数にもっと も密接な関係を
もっ cluch間の休産の長短は排卵の強さ即ち卵巣機能の L.H.に対する感受性の強度と考
えられ， .~cluch 聞の長短は卵巣機能の F.S.H. と の balancc をもったL. H.の感受性の
維持と考えられる.
Estrogenが卵黄形成にあずかり ，L. H.分泌を抑制しない限りにおいては産卵性は L.H.
によって保持され且つ高められるが，過剰なEstrogen処置は排卵を阻止するためにcluch
聞の休産を長くし，~cluch 聞の期間を短かくするために産卵の低下をきたす .
産卵生理上， L.H.支配によって排卵，産卵週期がいとなまれているので，Estrogenに
よってL.H.分泌を抑制するとこの週期が乱れて産卵性は低下するが，卵巣機能がL.H.の
感受性を取戻すと再び週期をもって産卵が続けられるのであるから，Estrogenによる機能
抑制が回復に入るのには各個体の感受性による差異があると思われると同時に，回復に至
る聞の経過を究明すれば短期間で個体のもつ産卵能力を推進することが可能になると思わ
れるので，卵巣機能回復と産卵性について本実験をおこなったので報告する.
n.実験材料並びに方法
実験材料
県立酒田種鶏場より分与された WhiteLeghorns (白レグ種)の 28L一系統，K29ー系統
の種卵を入卵し，昭和30年5月19日瞬化完了したものを育雛，調汰してこれを実験鶏とし
て用いた.
方法
1)瞬北率は怪発生時の死匹率に影響されるので，勝イ七完了までの死睦率の時期的変佑
を調べることによって瞬化率を検討することにした.生存率は府北後6週までの生存羽数
であらわした.
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2)体重増加曲楳:Kratzer， F. H. & P. N. Davis ('5)が Soybean Oil Mealの蛋白が
雛の生長に役立つと報告しているので，飼料利用性の点においても標準体重に達した時に
産卵を開始した方が望ましいので体重増加曲線を作成した.飼料標準は Kratzer& Davis 
のSoybeanOil Meal利用の変法を用い，鈴木，波多野氏の方法で計算して給与し，体重
は5日目毎に餌付前に秤量した.
3)初産令を Taylor& Lerver ('43)によると算術平均であらわすことは個体差が入る
恐れがあるので，中央値を取ることを提唱しているが本実験においては実験羽数がすくな
ヤために算術平均であらわした.
4)産卵性は産卵能力指数であらわすことにした.この指数算出の理論はL.H.がc1uch
現象において Intensity，Persistencyとして産卵性に関与する時は，連続的産卵がおこな
われる筈である.産卵生理上，本実験に用いた系統は少くとも10日間の連産は妥当と思わ
れるので， 10日間連産して 1日休産して叉10日産卵が続くものとしてこれを理想産卵能力
と考えた.即ち A一系統が4羽で構成されているとすると， 10日間の理想、産卵数は40個で
なければならない，産卵能力指数は 100になる訳である.然し実際においては 1日の休産
が入ったり個体的能力の差異で指数の 100は困難性をもっている.今実際の産卵個数が10，
5， 4， 1であったとすると，この A一系統の能力指数は50で表現され，各個体の指数は50，
25， 20， 5で示される.即ち系統のもつ能力指数に対して各個体は50，25， 20， 5の産卵
性で貢献していると考えたのである.
この能力指数の総計を産卵数に対する産卵性と考えれば，各個体の産卵能力の判定が可
能になる.卵巣機能抑制はこの指数の減少によって示され，回復は指数の増加によって示
され得ると思われる.
5)卵巣機能の抑制法:Fraps & Riley ('42) もL.H.が排卵に関係する事を報告し，
叉 Estrogenが鶏の排卵を阻止する研究もあるので本実験においても Estrogenとして武
田薬品K.K.の Euvestinを総量 3.75mgを15日間筋肉内注射して卵巣機能抑制をおこな
った.過剰Estrogenの投与は卵巣に Atresiaを作るのでEstrogenの卵巣に与える作用
をみると同時に， Atresiaの有無を検するために Vitel1in反応を試みた.
佐 k木 ('32)が産卵中の血清に特異な蛋白があることを発見してから， Roepbe ('36)がそ
の蛋白と Vitel1in抗血清と反応させて佐k木の特異蛋白の存在を実証して以来，多くの研
究がなされている.この蛋白即ち VitellinはOvo-vitellin由来のものであるから Estrogen
Tabl巴 1 ~ßf化率並ひ、に生存率
義¥号|入卵個数 !瞬化羽数 |騨化率 婚化存後6週目の生羽数 生 存 率
1
15 
{: : 1 
6 (366M 31 48.3% 73.3% 
5 早83.3%
5 
K29 18 61.1% 100% 
6 
l26(::;| 
計 49 53.0% 84.2% 
平 11 中91.6%
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の作用効果を Vitellin反応によって検することが出来るのである.
Vitellin抗血清は佐々木の方法によって作成した.即ち産卵血清を 0.4cc宛3日間隔で
5回，家兎王手静脈に注射して最後の注射後7日目に抗体価を測定して屠殺採血して抗血清
を分離し，その血清に雄鶏血清を加えて飽和吸収したものを抗 Vitellin血清とした.抗元
血清は 2.0%クエン酸ナトリウム生理的食塩水 0.8ccに翼下静脈から 0.2cc採血したもの
を入れて総量1.0ccにレたものを遠心分離した上澄血清を用いて，沈降試験管内で重層さ
せてその反応を検した.
11.実験成績並びに考察
1)府北率，生存率
Table 1のように各系統共
瞬化率が低率を示した原因を
入卵後の検卵による事故卵数
89 鶏の卵巣機能の回復と産卵性について一一有森
勝化中の検卵による事故卵数Table 2 
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Table.3 実験実患の家系図
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の状態で調ベると Table2のよ うにな
る.即ち死篭が20;'/0も占めており，中
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下の原因になっておる.Juil ('39) に
よれば，瞬、イ七率80%以上ならば満足す
べきであると報告されているのと比較
すると非常な低率である.
Bronkhorst ('3)は瞬化率低下には，
珊化率の高い鶏と，低い鶏の聞に相異
のあることを報告している.即ち低瞬
比率の鶏においては低率の原因は婚化
初期と末期，殊に末期に死匹率が甚k
高く出て来ると結論を下している.本
実験成績においても死篭を匹の死と同
じ条件に入れると Fig.1のような曲棋
がf辱らiもた. Bronkhorstの曲車泉と上iニ
較すると，入卵19日において，異った
数値を示している ことは， 供試卵は低
い婚化率をもっ系統ではなく，死篭
30.%という数値から考えてみて，瞬イ七
時の環境，主として湿度の不足が大き
く影響していると思われる.
生存率は発育不全による舞死の外に
は他の原因による影響はなかった.
生存雛を実験鶏として用いる為に，
これらの属する系統の産卵能力を調査
する必要がある.即ち供試個体の能力
を体系づけるものは，遺伝形質の組合せによって産卵数が発現されるからである.このた
め形質の純化を検討する必要があるので，にの目的のために可能な範囲で調査したのが
Table 3， 4の家系図である.これによっても遺伝学的に純然たる系統とは認め難いが，系
統閣の交配が続けられているので便宜上系統として取扱っても支障はないと思われる.
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2)体重増加曲椋並びに初産令
飼料利用性，初産令からみても一定期間に標準体重に達することが望ましいので雌雄の
平均体重増加曲線を作成したのがFig.2である.品種による差異を明らかにするために
Plymouth Rocksをも書き入れた.日将化時には品種， 性による体重差は殆んどないが3週
以後からその差異が現われ始めるという多くの報告と比較すると，本成績も同様である.
平均体重に達しないものには飼料の採食量を人為的に補正し体重増加を試みたが，雄鶏に
おいては回復しないものが出たので淘汰をお こない，雌鶏11羽，雄鶏2羽を実験鶏とし
た.雄鶏を残したことは次の実験において，血清蛋自の変化から産卵性の遺伝を究明する
必要があるので種雄鶏にする目的で残した.以上の成績の一覧表がTable5である.雌は
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11羽全部実験鶏となっており雄鶏とし
て残したものは No.152， No. 169で
ある.
系統による初産令は Table6のよう
に K29ι系統が約14日程早く，体重も
軽かった.産卵後も体重増加が一定期
間続く傾向にあった.
3) 卵巣機能抑制とその回復
K29一系統の NO.157の初産自を実
験開始の基点として10日聞を 1区分期
として，全体を36区分して実験をおこ
なった.
Estrogen注射期聞を境いとして，
前期，後期に区別し更に後期を卵巣抑
制期と回復期に細分して検討した.注
射前期を設けたことは，この時期は未
だ産卵が整っておらず，又実験鶏の半
分が産卵に入っていないので、系統の初
産令とみることが出来ない.故に卵巣
機能の不完全の時期とみなすことが出
来る. この時期は細回目5) が雛に
Estrogenを注射してViteJlin生産を認
めたと同じ卵巣機能状態にあると考え
て差支えないので，注射前期の能力指
数を50以上に人為的に引きあげること
が， Estrogenの作用によって可能であ
るから，この補1Eされた能力指数をこ
の系統のもつ産卵能力として機能抑制
と回復の検定基準とした.このために
注射期間中の産卵数は検討上誤差が入
る恐れがあるので実験から除外した.
卵巣のEstrogenによる影響はFig.3
の様に，初産令の早い K29一系統と，
遅い 28L-系統では異っている.即ち
注射後，両系統とも K29一系統にあっ
ては平均能力指数50，28L一系統にあっ
ては平均能力指数日以上に産卵性が上
るが， K29一系統は直ちに抑制期に入
り， 28L一系統は有効作用が続いて抑制
ま
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Fig.2 体重増加曲線
期に入る.然し共通なことは同じ時期に回復に入っている.然し全体的にみると初産令の
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Table. 5 WhiteLe ghorn実験鶏一覧表
系統 |番号i鳴子izg)同 i瞬間数144子lU 現員lT
28L-
???
?
。
??
?
????
??
? ??
??
??、
?
? ?
?
?????
?
??
?
??
??????????
?
??
????????
? ?
????
?
?
? ??? ?????
???
??
????
?
??
???
??? ?? ?
? ?
? ?
?
??
?
???
50 
100 
50 
50 
100 
100 
100 む
K29ー
?
?
?
????
??
???
100 
~( 
41 I 254/263 
??
不明
?
?
??
?
?
?
??
? ???
?
?
4 
0 
100 
Table.6 初産令並びに初産令体重
系統問的問日|襲色村令|産frigz博開s
. 1 日数 1'''"''-'5' 1 '~L '5' 1 (gll 
??
?
? ? ?
? ?
?
10月22日
11月11日
11月3日
11月11日
11月16日
11月15白
11月3日
11月1日
10月11日
10月22日
10月20日
190日 1
210ロ!
2028 205.4日
210 El1 
215 El 1 
204日
202目
200日
179日
190臼 |
168日 |
1931 
1793 
1838 
1545 
1710 
1550 
1930 
1485 
1350 
1605 1777 
考
No.162 
淘汰
?
??
?
?
?
? 《
?? ?
????
?
??
ー ?? ?
???
. jj 
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遅い 28L一系統が産卵性は勝れているように思われる.系統の産卵能力指数に対して， そ
れに属する個体を検討すると Table7のようである.
即ち 6区分期に系統の指数が54になったのでこの時期を実験上の初産令として産卵能
力の判定基準の数値とした.系統の産卵能力指数からみると ， 7 区分期~9 区分期は機能
障害がおこるよ りむしろEstrogenが有効に作用していると思われ， 10区分期~13区分期
までの抑制されている時期と14区分期以降の卵巣機能の回復期に分ける ことが出来る.
この各時期において個体の能力指数と血清Vitel1inの消長を検討すると次のよう な結果
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57 
57 
50 
23 
?
?
?
?
?
?
?
??
O 
(15%) 1 
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が得られる.長pち
i) Estrogenの有 効作用期 8区分期のVitelin反応をみると，反応度が低下する
No. 153では，能力指数も落ちる傾向があり ，叉反応度の高まっているものは能力指数も
上る傾向があるように思われる.
i) 機能抑制期;この時期に顕著にあらわれる事は機能の完全に抑制されるものと，
逆にNo.154，No.159のよ うに回復に入る個体が現われる ことである.
ii)機能回復期 ;Lutenizing Hormone分泌が強く抑制された¥No.153もこの時期に
おいて回復期に入ったが， No. 164， No. 162は中k 回復に入らずNo.162は剖検の結果卵
巣萎縮がみられた.
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この実験成績から 28L一系統においては，初産令が遅いために Estrogenによって一般
的に卵巣が有効作用をうけているように思われたが，機能抑制期にNo.154， No. 159はす
でに回復期に入っていた.
K29一系統においては Table8のように機能抑制と回復が示されている.即ち 28L一系統
と同じく 6区分期が検定基準の数値となる. 28L一系統と異なり 7区分期--10区分期の弱
6 
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い抑制期に入り ，11区分期-13区分期の強い抑制期に移行する時期と14区分期以降の回復
期に分けることが出来る.
この各時期において個体の能力指数と血清 Vitellinの消長を検討すると次のような結果
が得られる.即ち
i) Estrogenの弱い抑制期;系統の能力指数においても緩かに減じている.この時
期においてNo.l68，No.172のように能力指数の低下があって上昇する特異な型がある.
他のものは大部分Estrogenの弱い抑制を受けているために能力指数は低下している.血
清fVite1lin反応からみると，No.18， No.l72は反応度が高まっている.
i) Estrogenの強 い抑制期;28L一系統の場合と同じ く完全な抑制を受けているもの
と，No.168， No.l72， No.157の ようにすでに回復期に入ったものとに区別すること が
出来る.
ii) 機能の回復期 ;No.173を除いて，No.171， No.166も回復期に入った.No.173 
の剖検結果強い肝硬変症がみられた.
以上の成績から系統による抑制の受け方，叉卵巣自体の感受性の違いによって機能回復
が異なることがわかった.但し機能回復の時期は両系統とも，系統の産卵能力指数から検
討してみると同じ傾向を示すものと思われるが，個体によっては Vitellinの消長がなく，
同じ抑制下にあって回復に入っているので次のよう な検討をおこなった.
4)卵巣機能回復と産卵について ;回復初期即ち18区分期までは K29一系統がよい能力
指数を示していたが，それ以降においては 28L一系統の方がよい指数を示すようになった
ことは，系統の構成鶏が K29一系統の実験鶏に比較すると L.H.が卵巣機能の排卵現象を
強く 支配した ζ とと，そのL.H.力価の維持に勝れている事を示している.今，各系統の
個体産卵能力指数を検討してみると次のよう な結果が得られた.即ち
i) 28L一系統の各個体の機能回復と産卵性について ;各個体は系統の産卵数に次のよ
うな数値で貢献している.即ち
No. 153 ー→ 12.09
No. 154 ー→ 15.92
No. 159 ー→ 16.94
No. 164 ー→ 10.35
この数値をFig.4の能力指数曲線で比較してみる と，回復の早いNo.154， No.159が産
卵性において大きな役割をもっている.叉回復の遅いNo.153.No.164が産卵性において
も貢献出来得ない状態にある こと はよく能力指数と一致する.
i) K29一系統の各個体の機能回復と産卵性に ついて;各個体は系統の産卵数に次の
ような数値で貢献している.即ち
No. 168 ー→ 19.50
No. 171 ー→ 9.53
No. 172 ーー→ 16.35 
No. 157 一一今 2.50 
No. 166 -ー今 2.32 
・ この数値をFig.5の能力指数曲線で比較してみると，機能回復後血清 Vitellinの消長に
変動を呈していたNo.157は完全に機能も消失し，叉No.166も同様に回復がみ られなか
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ったので産卵性においても貢献出来得ないので全般的に産卵性を低下せしめた原因をつく
っている.然し乍ら No.168，No.l72は産卵性において大きな役割をもっている.
以上のことを考察すると次のことが結論ずけられると思われる.即ち卵巣機能の回復期
は両系統共同じ時期であるがその回復の仕方と産卵性の聞には，根本的に異った性質があ
る.Estrogen処置後卵巣機能が一時的に高められたのは共通の現象であったが，28L-系
統は連続的に能力が高められ急激に抑制期に入 りそれが長く持続された. K29一系統では
一旦高められて直ちに抑制期に入り強い抑制期に移行したがこの期間は 28L-系統に比較
すると短い.この現象を Vite1lin反応でみると.28L一系統においてはVitellinの消長が殆
んど現われなかったのは，機能不完全のために卵黄の形成がなされぬため，血清 Vitellin
に変動がなく安定された形で反応度として示されたものと思われる.K29一系統において
は卵巣楼能が充分発現されているので Vite1lin反応に相当変化のある消長があらわれたと
思われる.これは機能が抑制されていることを示しているが，この時期は短かくて回復期
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に入っている.然し乍ら実験終了後までの産卵性は個体の産卵能力指数の安定したものが
勝れている結果が得られたのでィ或る期間に卵巣機能を抑制してその回復を血清 Vitellin
の消長と能力指数で検討すれば，一定の調査期間でその産卵性を判断することが可能だと
思われる.血清蛋白を電気泳動によって追試しているのでこの成績と比較検討じて本試験
を補正したいと思う .
N.要約
1)婚、化後170日の産卵鶏に総量 3.75mgの Euvestinを連続15日間注射すると ‘明ら
かに系統の差異による血清 Vitellinの変動があらわれてくる.
2)初産令の遅い 28L一系統では，Estrogen処理後卵巣機能に有効的に作用する期聞が
あってから，機能抑制期に入る.初産令の早い K29-系統では，処理後， 直ちに弱い抑制
期に入ってから，強い抑制期に移行する傾向にあった.
3)両系統に共通なことは，卵巣機能抑制期に回復に入ったものが産卵性にすぐれてい
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る. 然し， 28L一系統では Estrogenに対して，血清 Vitellinの安定性がある個体が産卵
性にすぐれてお り， K29一系統では血清 Vitellinの生産性高く ， その消長の変動が少くな
い個体が全般的にすぐれていた.
機筆に当り御指導を賜った恩師佐h木清綱博士に対し深謝の意を表する.又実験成績について
御指導をいただいた沢野英四際教授，阿部嚢教授に厚く感謝するとともに実験鶏について御配慮、
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Resumる
1) Euvestin was injected successively for 15 days at total dosis of 3.7mg. By 
this treatment the vitel1in change wasclear1y demonstrated in the sera of di丘erent
strains. 
2) On the basis of these experiments， it is suggested that 28L-strain with age 
at ，1ate sexual maturity， the estrogenic hormone elevates the ovaries function in 
the first injected period， and then leads to the period of ovaries control， but K29-
strain with age at ear1y sexual maturity， the hormone shows rather weak control 
to the fraction in first inject巴dperiod and then goes down to the period of strong 
control. 
3) 1n general， the serum vitellin appears in the s巴raof both strains of high 
prodcution， and it remains rather constant during the laying period and is not a任e.
cted by the individual superiority of their laying ability. 
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